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臨床 と して の風 景 構 成 法
皆 藤 章
はじめに
筆者は最近、心理臨床の 「体験知」を、おもに風景構成法の事例 と展開から論 じた一書を




とである。「心理療法 とは何か」 という大きなテーマとしてはすでに他書に論 じたが3)、風景
構成法へのコミットメン トという脈絡では充分に論じられてはいない。それだけでも一書を









の自身のこれまでがス トレー トに問われる、そしてまた 「風景構成法」 という技法の心理臨
床における力量が問われるきわめて重要な機会となった。
筆者には、心理臨床の世界に足を踏み入れて以来 くすぶり続けている疑問があった。それ
は、風景構成法の研究を手がけてか ら一段 と活性化 し、筆者の内でしこりのように、 ことあ
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るごとに痺くようになっていった。その疑問をさまざまな言い回 しで語ることは可能である































の、人間を 「知 る」 という領域は、「知ろうとする」人問の存在その ものがコミットする世
界である。筆者は、 このような世界を生きる 「私」を 「主観」と、このような世界を生 きる










「いかに生きるのか」 にコミットする必要性を痛感 している状況にあって、 もはやこのパ ラ








「治す」「治る」ことを直接的に目的とす るのではなく、何よりもクライエン トが 「生きる」
ことを最重要の創造プロセスと考えクライエ ントにコミットしていこうとするものである。














者が危惧するのは、先述 した 「結果→行為」のベクトルを近代科学の方法論で辿 っているこ
とが普遍的に正 しい方法であると自明的に考える姿勢なのである。たとえば、「私はクロッ
パー法でやっているか ら片口法は分からない」と言 う場合、語 り手ははたしてmル シャッ
ハ法をアセスメントとして修得 しているのだろうかとの疑問が筆者に湧 くことがある。もち
ろん率直な見解を語 っているだけであるとも言えるだろう。それはそれとして、筆者が強調




は 「行為」を貫 く人間存在その ものを 「知る」ことはできない。それは、アセスメン トとし
てのロールシャッハ法が分からないということと同じである。すなわちそこには、ロールシャッ




節化 ・差異化 に終始す るこころの動きにくさびを打つことができる。ところが、現状では、
アセスメントは未だに人間の心理を査定する作業としての位置づけが強 く、そのためマニュ
アル化の傾向をいっそう強 くしている。そして、この傾向を支えているのが近代科学である。




















































風景構成法をとお して人間を 「知る」という全人的活動をこれまで行 ってきたと考えている。
この、心理臨床の トポスに生きる風景構成法という視角から開かれる領域を 「臨床 としての
風景構成法」 と呼ぶことにする。
ここで、筆者がなにゆえ、 ことさらに 「臨床としての」 と形容 しているのかを強調 してお
きたい。近年の学問の潮流のなかで、「臨床」 ということばは流行語のように用いられてい
る。研究室に留まらず、現場(フ ィール ド)に 出て人間と関わることが 「臨床」であるかの







「臨床」なのである。そのための 「方法」を筆者は模索 しているわけである。「臨床 としての
風景構成法」という視角を生きるとき、そこには人間を 「知ろうとする」姿勢が不可避 とな













うか。先に強調 したが、 ここには近代科学 というパラダイムに代わる新たな 「方法」が必要
とされていると筆者は考えている。心理臨床家は、いかにして 「行為」を貫 く人間存在その
ものに触れることができるのであろうか。筆者はまず、「描かれた作品から何が分かるのか」
と考える姿勢を放棄す ることから始めた。すなわち、「作品をいかに解釈(=理 解)す るの
か」と考えることを止めたのである。そうではなくて、「描かれた作品は何を語 っているの


















ろ、思わず 「この風景の中にいるとしたらどこにいますか?」 とクライエン トに尋ねていた
ことがあった。深いコミットであったと筆者には思える。意図 して尋ねたわけではなく気づ
いた ときにはことばになっていたのである。クライエン トの返答は筆者を完全に納得させる
内容であった。その後、多 くの臨床体験を経るなかで、 こうしたや りとりの臨床的価値が強
く実感されるようになっていった。 この問いかけによってもたらされる世界を 「風景の中の
自己像」と呼ぶ12)。そこに心理臨床家の 「主観」が生きていることは言うまでもない。






誘 目性や風景の中の自己像 という 「方法」は、風景構成法に筆者の 「主観」がコミットす
ることをとおしてもたらされた。その 「方法」では、「結果→行為」のベクトルを辿 る際に
イメージが重要な機能 となる。そうした風景構成法へのコミットを続 けているなかで、筆者
は次第に風景 と対話している自分 自身に気づ くようになった。それは、イメージでもってそ
の風景に入 ってみる、 とでも言える体験であった。いわば風景 とのイメージ対話である。そ
して、 このようなことを積み重ねるうちに風景構成法へのコ ミットが徐々に安定 してくるよ
うになった。イメージ対話 とは、おおむね次のような手続きである。
































念を知ることではなく対象が生きる姿そのものを 「知ろう」 とする姿勢を窺 うことができる。
本稿で筆者が用いた 「知る」 ということはまさにこの意味である。そのためには、「概念的












きている風景の姿を写 し出す というものである。そして、そのためには 「主観」が不可欠な
のであって、「主観」「主観性」の世界体験をとおしてはじめて生きている風景が現出するの
である。そうして現出した風景は、風景そのものと言えるであろう。そして、この意味で現
出した風景 には普遍性があると考えることができる。 この ようにみると、「知 る」 という
「主観」がコミットする体験をとおして普遍に開かれる地平にわれわれは到ることができる
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